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２０１２年５月２１日から２０１２年６月１９日にかけて，６年生のアドバンスの一環としてアメリカサウスダコタ州の
pioneer memorial hospital で実習させていただくチャンスを得たので，ここに報告させていただきます。
〈きっかけ〉
私は２００９年夏，３年生の夏休みに「家庭医療集中セミナー IN GOTO」という長崎大学離島医療研究所主催
のセミナーに参加し，そこで萩原先生にはじめてお会いしました（このセミナーで私は初めて家庭医という
存在を知り強く感銘をうけ家庭医を目指すようになったのですがその話はまたにしたいと思います）。萩原
先生の親しみやすい雰囲気やアメリカでの家庭医の実際などに大変心を惹かれ，先生のところで実習をさせ
ていただけないかとお願いしたところ先生のご好意で受け入れていただけることになり，２０１０年，４年生の夏
休みに１か月間，萩原先生の勤務先であり今回実習させていただいた pioneer memorial hospital で実習を
させてもらいました。その際実践的な実習内容やアメリカの教育システムにも大変魅力的な部分があると感
じ，もっとアメリカで実習をしてみたいとの思いから２０１１年，４年生の春休みには野口医学研究所の選考を
受け，トーマスジェファーソン大学での臨床実習にも参加させてもらう機会をえました。この，４年生で行か
せてもらった２度のアメリカでの学生実習は日本との違いに驚かされたり，日本の医療の秀でる点や未熟な
点を振り返ったり，現地の多くの優秀な学生や魅力的な先生に出会って触発されたりととても実りの多いも
のでした。これらの経験から，日本の大学での実習を終えた後なら知識や経験も増えているであろうし，ぜ
ひまたアメリカで実習する機会を得たいと考えるようになりました。
また私は高校時代イギリスに１年間留学し，帰国後日本で進学した国際基督教大学ではおよそ半分の授業
は英語で開講されているものを受講し，英語を習得する努力を続けてきました。医学部進学以降は英語を使
う機会が激減し，せっかく習得した英語を失うこと，またこれ以上は上達しないのではないかという不安を
感じていました。世界トップレベルの論文の発表や世界共通言語が英語である以上，英語は自分が医師と
なったあとも新しい知識を常に吸収し続けるためのツールとしても重要であると私は考えており（実際大学
での１年間の実習でも英語の重要さは痛感しました），英語を学習するためのモチベーションアップや英語
のレベル維持・レベルアップを図るという目的からも海外での実習を志望していました。
海外での実習は，視野を広げ，様々な経験を積み，自分たちのシステムや思い込みを第三者的視点から見
つめなおすことができ，精神的にも鍛えられるとても魅力的な機会だと私は考えています。私たちの富山大
学は海外の提携校や姉妹校は多くはないものの，自分で実習先を見つけてくることができれば大抵の場合は
手続きさえきちんと踏めばそこでの実習をアドバンス実習として認められるというとてもありがたい制度を
整備してくれています。せっかくのこのチャンスを逃す手はないと思い５年生のころから６年生のアドバン
ス実習はぜひ海外でやりたい，と考えていました。そのために過去２回の海外実習で足りないと感じた英語
や医学的知識を補うべく，５年生の実習期間もできる範囲での努力は続けてきました。
〈準 備〉
正直に申し上げますと，６年生のアドバンス実習ではできたら一度も行ったことがないところに行きた
い，と考えていました。行ったことがあるところよりもまだ見たことがないところを見せてもらった方がま
た視点が広がるのではないかと考えていたからです。とはいえ，私はもっぱら臨床に興味があり研究留学に
はあまり興味がなかったので“臨床”実習をさせてもらえるところで，というのは譲れない条件でした（研
究留学されている日本人の先生はたくさんおられるので，研究や臨床から離れたものであれば見学する機会
は臨床に比べると多いのではと思います）。アドバンスは海外に行きたい，と考えていたにも関わらずすっ
かりぐずぐずしていた私が実際に海外実習の準備を始めたのは５年生の１１月（２０１１年）でした。山城先生に
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紹介していただいてハワイの家庭医の先生に実習させてもらえないかお願いしたものの，アドバンスの時期
（２０１２年の５～６月あたり）はもう他の実習生で埋まっていて厳しいというお返事でした。それでもやはり
せっかくのチャンスだから海外で実習させてもらいたいという気持ちは消えなかったため，４年生のころに
比べて少しは成長した（はずの）私をみてもらいたいという気持ちもあり，ダメでもともとと萩原先生に実
習させてもらえないかお願いしてみました。萩原先生は先生自身も本当は忙しくなりそうであったにもかか
わらず，承諾してくださりました。４年生の時に大半の書類を一度提出していたこともあり，その後の準備
はスムーズに進みました。実習日程の微調整を終え日程が確定した２月ごろに往復の航空券（サーチャージ
込みで往復で１１万円くらい），滞在先（１か月で６万円くらい），レンタカー（１か月で１１万円くらい）の手
配をしました。アメリカ滞在中，病院での食事（平日の昼食と当直中の朝食・昼食・夕食）は病院のご好意
で用意してくれていたため，海外実習のためにかかった費用はトータルで３０～３５万円くらいでした（ちなみ
に実習のころは１ドル８０円くらいでした）。アドバンスで海外に行く，と心に決めて５年生の１年間アルバ
イトで貯めていたお金ですべて賄うことができました。
ちなみにハワイ大学での実習は結局６年生の１１月（２０１２年）に行かせてもらえることになりました。つま
り，２０１１年の１１月に申し込んで２０１２年の１１月に実現することになり，実現まで１年を要したことになりま
す。富山大学の提携校に実習に行かせてもらうのでなく自分で実習先を探すのであれば，もうすでに一度
行ったことがあるところに行くのでない限りはアドバンス実習の１年前，つまり５年生の５月ごろには準備
を始めた方が良いように思います。
〈感 想〉
私が実習させていただいたのはサウスダコタ州のスーフォールズ（サウスダコタ州最大の都市で人口は約
３０万人ほど）から車で約４５分ほど離れたところにある Viborg という町の Pioneer memorial hospital &
health services というところでした。
この地域周辺の医療の中核地域はスーフォールズであり，スーフォールズにはサウスダコタ大学医学部付
属病院ならびにもうひとつ大きな病院がありました。Viborg の clinic や hospital で対応できない救急患者
や高度医療を要する患者はこちらの病院に送られ，この病院でも診ることのできない患者さんはとなりの町
にある全米でもっとも有名とも言われている Mayo clinic で診てもらうとのことでした。
私たちが実習をさせてもらった pioneer memorial hospital & health services は clinic のほかに assisted
living（介助生活施設），nursing home,hospital,emergency department などを併せ持つ施設で Viborg なら
びにその周囲に散在する町の医療を担う施設でした。Viborg は車で１０分あれば全体をまわってしまえるく
らいの小さな町であり，その周辺に散在する町もだいたいそのくらいのサイズでした。主に実習をさせても
らったのは Viborg clinic ならびに併設されている hospital（救急患者や外来ではコンロトールできない患者
さんが入院しており１２床あったようです。すべてが個室もしくは２人部屋でした。）この辺りの住民は何か
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問題があるとまず Viborg clinic を訪れるというかんじでした。またどのくらいの人が住んでいたのかは
ちょっとわかりませんでしたが施設内の assisted living および nursing home にはかなり多くの人が住んで
おりましたが，その方々の健康管理も担っていたので assisted living や nursing home の往診も何度かあり
ました。
今回の実習では主に１週目は shadowing（指導医の先生にひたすらついて回ること），２週目には１週目
の内容に加え common disease の疾患概念やエビデンスに基づいた診断や治療の仕方についての学習，３週
目は実際に自分が先生の診察の前に患者さんに問診をとらせてもらい，それをまとめてプレゼンをする，４
週目にはさらにそれに鑑別診断・治療方針まで沿えてプレゼンをする，というように徐々に内容がステップ
アップしていくのを実感するような実習をさせていただけました。
実習中は医学英語の面では２年近く用意していた成果を少しは感じることができたし，萩原先生からも
「植木たちがしっかり準備をしてきていたから色んなことにチャレンジさせてあげられた。他の日本から来
る学生にここまではさせてあげられないかな」とのお言葉をいただくことができ，嬉しいこともありまし
た。一方，週を重ね実習が要求の高い内容になればなるほど自分の知識のなさや知識があってもそれを整理
できていないことを感じる場面が多くなり，問診・考察の内容をプレゼンにしてわかりやすく発表する能力
の必要性も痛感しました。また，英語に関してもリスニングや語彙力などでまだまだ努力が必要だとも感じ
ました。萩原先生に伺った話によると，アメリカの大学や病院で今まで日本人学生の実習を受け入れていた
ところでも，実習しに来た学生の準備不足で病院や患者さんに迷惑が及び日本人学生の受け入れを中止した
ところもあるそうです。自分が思っていようといなかろうと海外に実習に行けばその実習生は日本人の医学
生の代表として海外の人には見られるものだと思います。できる範囲での努力・準備はしっかりしてから行
かねばならないな，と感じました。
入口の看板 clinic および救急の入り口
とてもお世話になった萩原先生と ナースの皆さんにもよくしてもらいました
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今回のアドバンス海外実習の実現にあたり，実習を受け入れてくださった萩原先生，後押し・サポートし
てくださった山城先生，学生課の方々には本当にお世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。
ありがとうございました。
これから先，海外で実習したい，アドバンスを海外でやりたいと考えている方々にとって少しでも有用な
情報を提供できていれば幸いです。準備などは大変ですがそれ以上に得るものも多いと思うので，ぜひ多く
の人にアドバンス海外！にチャレンジして欲しいなぁと思っています。もし聞いてみたいことや私で力にな
れることがあれば，フェイスブックにもいますので（笑），いつでもメッセージいただければと思います。
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